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1. はじめに 

　発表者は、中央アジア諸国を研究対象地域とし、そこに居住する少数民族であるタタール人（татарлар）
の言語選択状況、とりわけ民族語の継承と復興の状況に着目してきた。ここでいうタタール人とは、世界各
地にコミュニティを形成するテュルク系の民族集団ヴォルガ・タタール人を指し、ロシア連邦領内にその多
数が居住している。なかでもロシア中部はタタール人の多い地域で、民族自治共和国であるタタールスタン
共和国は名実ともにタタール人の中心地域となっている。ロシア連邦領外に居住するタタール人はタター
ル・ディアスポラ（татар диаспорасы）と呼ばれ、とりわけ中央アジア諸国に多い 。 2

　さまざまな国や地域に散らばるようにコミュニティを形成するタタール人は、居住地によって民族語継
承・保持の状況も大きく異なることが以前から指摘されてきた。かつてはソ連邦の構成国として歴史を歩ん
だ中央アジア諸国は、独立後の言語政策の方向性にはそれぞれに差異が見られることから、独立後の民族語
を取り巻く状況と、その背景を検討するには適したフィールドであるといえる。なお、カザフスタン は、最3

も大きなタタール・ディアスポラが存在する国としてタタールスタン共和国の在外同胞政策のなかで位置付
けられている。なお、2014年12月には、他の中央アジア諸国に先駆けて官製のタタール文化センターとタ
タール語講座が開講 された。 4

2. 研究の背景 

　ソ連崩壊から四半世紀が過ぎ去った現在も、中央アジア諸国では言語をめぐる様々な議論が続いている。
中央アジア諸国は、歴史的に多様な民族がモザイク状に住まう地域であり、とりわけ国民統合の文脈で言語
政策は重要な課題であり続けてきた。さまざまな議論はあるものの、異なる言語・文化・宗教・民族的出自
を持つ中央アジアの諸民族を結びつける共通点は、ごく最近までソヴィエト国民というナショナル・アイデ
ンティティと、ロシア語という共通言語であったといえる [Isaacs & Polese (2015)]。しかし、ソ連からの独立
とともに、こうした共通の帰属意識もが崩壊した中央アジア諸国では、新たに国民統合の必要性に迫られる
こととなった。この国民統合の一つの鍵となったものが、共通言語としての新たな「国家語」の制定である
[Pavlenko(2008a)]。長らくロシア語が諸民族の共通語として広く用いられてきたが、独立した中央アジア諸国
は自国の基幹民族(名称民族とも)の言語を国家語として制定した。こうした政治的な背景から、とりわけ社
会言語学の分野では、これまで共通語であったロシア語と、新たに国家語となった基幹民族の言語とのせめ
ぎ合いに大きな注目が集まってきた [Malashko(2013)、小田桐(2015)など]。 

3. 先行研究の整理 

1) 「ロシア語」と「国家語」のせめぎ合いという二項対立的議論 

　独立後に新たに定められた国家語の影響力の拡大に従い、中央アジア諸国の少数民族の諸言語が、きわめ
て困難な状況に陥りつつあるといった指摘もみられるようになった[Schlyter(2001)]。こうした議論の多く
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は、独立後から今日にいたるまで「少数民族」となった中央アジア諸国に居住するロシア人の言語状況に焦
点を当てた研究が中心で、とりわけ国家語とロシア語のせめぎ合いという二項対立的な視点から論じられて
きた感は否めない[Перотто(2008)、Вишневский(2000)、Fierman(2016)など]。ゆえに、ロシア人以外の諸民族
の言語に関する考察は十分になされてこなかったともいえる。しかし、中央アジア諸国における言語の諸相
は、国家語とロシア語という二言語の対立のみに収斂されるわけではない。多民族が住まう中央アジアの言
語の諸相を論じるにあたっては、少数民族の諸言語も無視できない存在のはずである。 
 
2) 第三の選択肢「民族語」に対する視点と個別事例の不足 

　ロシア人以外の諸民族の言語をめぐっては、ソ連期にどれほどロシア語が浸透したかという論点に大きな
注目が集まってきた[Landau & Kellner-Heinkele(2011)]。同時に、ソ連末期においては多くの非ロシア人がロシ
ア語を第一言語とし、一方で民族語の知識や能力は著しく低下したと結論づけられてきた[Kolack(1987)、
Артюнова(2012)など]。しかし、近年では中央アジア諸国における国家語の地位向上と同時に、諸民族のロシ
ア語離れに関する指摘も徐々にみられるようになり[Боришполец(2014)、Zharkynbekova et.al (2015)など]、中
央アジア諸国におけるロシア語の地位低下を自国の影響力の低下に結びつけて危機感を抱くロシアの研究者
による研究を中心に、中央アジア諸国のロシア人のみならず、これまで「ロシア語化した」と考えられてき
た諸民族の言語選択の実態にも目が向けられつつある。その多くは、いかに中央アジア諸国のロシア語話者
たちが国家語である基幹民族の言語を話さなくてはならない状況下にあるかを強調した事例研究的なもので
はあるものの[Цыряпкина(2015)、Молодов(2015)など]、かつては「ロシア語化した」とみられていた諸民族
のなかに、ロシア語以外の言語を選択する例も見られるようになったことを示した点では新たな知見が得ら
れたといえる。 

　しかし、これらの研究においても、やはりロシア語と国家語という二項対立の枠組みが前提にあること、
そして非基幹民族の民族語継承の実態に関しては、そもそも視点が向けられてこなかったことが課題として
挙げられる。この課題の背景には、かつて中央アジアがソ連邦を構成する国々だった時代には研究を遂行す
る上で大きな制約があったことや、個別事例を扱う際にはロシア語のみならず、（場合によっては複数の）
民族語の能力も必要であったことなどが要因として考えられよう。現在はソ連時代のような研究遂行上の制
約は大幅に緩和されたものの、民族語資料を用いたアプローチという課題は残されている。旧ソ連諸国の言
語政策に関する議論の多くは、多くの場合において国勢調査などの統計資料や法規、新聞記事などを用いて
おり、これらの資料の多くはロシア語である。ゆえに、民族語資料や、公的な統計資料のみならず聞き取り
調査などの手法を用いた調査から得た資料を利用しての、少数民族にかんする個別事例が必要とされている 

 
3) 「経緯」の描き出しの必要性 

　しかし、少数民族の民族語継承にまったく日が当てられてこなかったわけではない。近年、中央アジア諸
国の少数民族のなかでは、民族語継承の事例としてタタール人に注目が集まりつつある。たとえば、カザフ
人との民族的同化に抵抗するためにタタール語の学習に努めるカザフスタンのタタール人の存在に関して言
及しているDavenel & Yim(2016)や、同様の理由でウズベキスタンのタタールのあいだでタタール語への注目
が高まっている可能性を指摘したNakamura(2015)などが具体的な例として挙げられる。これらの研究では、
基幹民族中心的な社会情勢への抵抗の手段のひとつとして民族語に注目するタタール人に焦点が当てられ
た。一方で、なぜ民族語に注目するに至ったのかという「経緯」には触れられていないことは課題として挙
げられる。民族語に注意が向くまでに、なんらかの外的要因があったはずである。ここで考えられるのが、
国内の言語政策の変化の影響である。たとえばカザフスタンは、独立後に大幅な言語政策の方針転換を行
なってきた。政策が民族語継承や保持に対してどのように作用し、実際にどのような効果をもたらしたの
か、その実態を明らかにすることは、少数民族の民族語継承という現代の共通の課題のなかでも有益な知見
を示すものになると考えられる。 

　以上のような先行研究の特徴を踏まえると、①個別事例の観点から少数民族の言語選択の様相を明らかに
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したうえで、②言語政策と少数民族の民族語保持・継承の関係を検討する余地があるといえる。ロシア語や
国家語による資料に加え、民族語資料や聞き取り調査などによる個別事例を用いて、ミクロな視点からの少
数民族の言語状況の諸相を捉えることを目指した。長らく国家語とロシア語のせめぎ合いに注目が集まって
きた中央アジア諸国だが、少数民族の言語状況という新たな視点を加えることによって、 別の視点からの議
論が可能となると考えられる。 

4. 研究の目的と課題の設定 

　以上の先行研究の特徴や課題を踏まえたうえで、言語政策が少数民族の民族語継承に対してどのような影
響を及ぼすのか、カザフスタンのタタール・ディアスポラの事例から明らかにしていくことを目指してき
た。具体的には、以下を課題と設定し、検討していった。 

研究課題①）カザフスタンの言語政策において、諸言語はどのような立ち位置にあるのか。また、言
語政策の転換は少数民族の言語選択にどのような影響を及ぼしうるのか。 
（＝言語政策と少数民族の民族語保持・継承の関係を検討する） 

研究課題②）民族語であるタタール語は、タタール人の日常生活においてどのようなモチベーション
で選択され、使用されているのか。また、ロシア語や居住国の国家語はどのような場面で使用され、
併用され、あるいは言語の棲み分けがなされているのか。 

（＝個別事例の観点から少数民族の言語選択の様相を明らかにする） 
 
　これらの課題を検討するにあたって、これまでカザフスタンの言語政策において諸言語がどのような立ち
位置にあったのかを改めて整理したうえで、少数言語の現状に注目していった。そして、カザフスタンのタ
タール人の事例から、少数民族の言語保持・継承のありかたの一例を示すことを目標とした。 

5. 研究方法 

　主な研究方法は①法規等の整理と、②質問票を用いた聞き取り調査 である。 5

　第一に、カザフスタン両国の言語法の変遷を整理していった。具体的な資料としては、両国の憲法や言語
法法規を中心に、必要に応じて行政文書などの一次資料を主に用いることとした。これらの資料の整理に
よって、カザフスタンの言語政策のなかで、どの言語が国家建設の中心として位置づけられ、タタール語を
含めたそれ以外の言語が法的にはどのような立場に置かれてきたのかを明らかにすることを目指した。 

　第二に、少数民族語がそれぞれの言語政策によってどのような影響を受け、さらに多言語空間において
人々がどのような状況で複数の言語を使い分けたうえで、とりわけ民族語で話すのはどのような状況下であ
るかを明らかにするために、アスタナ市で質問票を用いた聞き取り調査を行った 。この調査方法は、6

Goodman & Lyulkun(2010) がウクライナの大学生を対象に行った調査に倣ったもので、多言語空間において
人々がどのような状況で複数の言語を使い分け、とりわけ民族語で話すのはどのような状況下であるかに注
目するものである。また、言語政策が人々の言語選択にどのような影響を与えているかを詳しく調査する目
的で、調査対象者が自国の言語政策に関して自由に語る形式での聞き取り調査も並行して実施した。加え
て、すべての調査対象者に対し、全30問からなるタタール語の文法・語彙に関する試験 も実施した。 7

6. 分析方法 

　これまでの先行研究で、中央アジア諸国は複数の言語が使い分けられている空間だと結論づけられてき
た。複数の言語や異なる言語の話者が接触する状況下では、それぞれの言語に対する評価や位置付けは同質
のものではなく、共同体（民族語学校や日曜学校など）や社会の特徴や状況によってさまざまな位置付けや
意味付けが行われていると考えられている[渡辺(2007)]。ゆえに、中央アジアの人々の言語に対する態度(言
語態度)や言語への価値、位置付けも一定したものではなく、可変的なものであると仮定することができる。
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また、少数民族の言語選択について考える際には、多数派である基幹民族を中心とした社会と少数派である
自身の民族語との関係性、そして民族語を継承・保持してきた者・しようとする者がこの関係性をどう認識
しているかといった、プロセスを含んだ相互作用についても考察する必要がある。これらの課題にアプロー
チしていくにあたっては、状況的分析に長けている量的調査のみならず、質的調査も複合的に用いるのが適
切だと考えられる。 

　こうした相互作用に注目する場合で、研究対象がプロセス的な特性を持つ場合に有効な分析手法として、
修正版グラウンデット・セオリー・アプローチ（Modified Grounded Theory Approach、以下M-GTA）が挙げら
れる [木下(2003)、(2007)]。民族語を継承・保持してきた者としようとする者、民族語を学ぼうとする意志や
学習に至るまでの動機などにはプロセスがあるものと捉えることができ、さらに民族語の継承・保持および
学習には社会的な相互作用の側面がある。こうした背景から、M-GTAを利用した分析が有効だと考えた。 

7. カザフスタン共和国の言語政策 

7.1. 言語政策の変遷 

　カザフスタンの基幹民族はカザフ人であるが、他の中央アジア諸国と比較してもロシア人をはじめとし
たスラヴ系諸民族の比率は依然として高い 。ゆえに、基幹民族中心の国民統合政策は比較的ゆるやかに進8

行していることが特徴として挙げられる[Летняков(2015)]。現在、カザフ語には国家語の地位が与えられて
いるが、ロシア語にも公用語の地位が与えられているほか、将来的には英語がロシア語と並んで公用語あ
るいは共通語として導入される見通しである。これは「三言語一体政策 」とも呼ばれ、他の中央アジア諸9

国の言語政策とは一線を画すものとなっている（表1）。 

　歴史を振り返ってみると、現代カザフスタンの前身であるカザフ・ソヴィエト社会主義共和国において
も、1930年代以降にロシア語化政策によって、他の中央アジア諸国同様にロシア語中心的な社会へと変貌
していった[Арефьев(2012)]。1940年にカザフ語の表記体系がキリル文字に移行されたことも、ロシア語の
拡大を後押ししたと考えられている[淺村(2011)]。しかし、1980年代後半にペレストロイカが始まると、ソ
ヴィエト政権の民族政策や言語政策に批判の目が向けられると同時に、カザフ文化やカザフ語などの再評
価や再生を求める声が上がり始めるようになった[タスタンベコワ(2007b)]。こうした情勢のなかで、独立
に先立つ1989年に制定された「カザフ・ソヴィエト社会主義共和国の諸言語について」では、カザフ語に
国家語の地位が与えられ、一方のロシア語には民族交流語としての使用が認められたほか、国家語と対等
な地位が保障された。これらの動きは「ロシア化からの解放」という文脈で論じられる風潮が強い[タスタ
ンベコワ(2007a)]。その後に制定された言語法等も、カザフ語を国家語としてとくに重要視する一方で、ロ
シア語の公用語としての地位と機能を確保するものであった。1995年の時点でロシア語に一切の法的地位
を与えなかったウズベキスタンなどの立場とは、大きな相違があったといえる。 

　しかし、2007年3月にナザルバエフ大統領が発表した国家発展戦略「カザフスタン2030」のなかで「三言
語一体政策」に言及されたことにより、これまでとは大きな変化が見られるようになった。国家語として
のカザフ語、民族間共通語としてのロシア語、グローバル経済への統合のための言語としての英語として、
三言語を重視していく路線へと政策の変更がなされたのである。従来のカザフ語とロシア語の二言語重視
の姿勢から、英語を加えた三言語重視の姿勢を示したことは、従来の政策路線からの転換を意味してい
た。また、英語も重視されるようになった結果として、ロシア語の地位が相対的に低下したともいえる。 

　三言語一体政策が打ち出されるようになると、カザフ語のラテン文字化に関する議論もなされるように
なった。2007年には教育科学省が「カザフ文字のラテン文字表記への移行に関する中間報告書」を発表
し、足掛け10年後となる2017年にはナザルバエフ大統領が2025年までにラテン文字表記への完全移行に関
する大統領令に署名している。 
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独立後のカザフスタン共和国言語法の変遷
 1993年 
「共和国憲法」

第8条 
カザフスタン共和国の国家語はカ
ザフ語である。

カザフ語は国家語として、ロシア語は
民族間交流語としての地位が規定はさ
れた。少数民族の民族語教育にかんす
る議論は十分になされなかった。

1995年 
「改正共和国憲法」

第7条 
カザフスタン共和国の国家語はカ
ザフ語である。国家機関および地
方自治機関においてロシア語はカ
ザフ語と並んで公的に使用される
ものとする。国家はカザフスタン
諸民族の民族語の学習と発展の条
件の創出を行う。

1993年から1995年のあいだに非カザ
フ系住民(ロシア語話者)の、とりわけ知
識人階層の国外流出が深刻化。これを
受けて、将来的に経済的・社会的活動
や教育などの場面でロシア語の使用が
可能であることを保障した。また、第
19条で「母語を使用する権利、そして
交流、教育、創造の言語を自由に選択
する権利」も保障。

1997年言語法 
「カザフスタン共和国における諸言
語法」

第4条 
カザフスタン共和国の国家語はカ
ザフ語である。国家語は政府機
関、立法機関、司法機関、および
共和国内のすべての社会分野にお
ける事務で用いられる言語であ
る。

1996年「カザフスタン共和国の言語政
策理念」で、国家語の地位が未だ表面
的なものに留まっていることが指摘さ
れる。1995年憲法でカザフ語の国家語
としての地位は明記されたものの、実
際のところはカザフ語をめぐる環境を
整えることが課題に。改めてカザフ語
が国家語であり、国内のあらゆる公的
な機関の全分野で使用されることが強
調されたうえで規定され、同時にロシ
ア語も公用語として用いられるとされ
た。

2001年 
「2001年～2010年諸言語振興国家
プログラム」

「憲法に従い、諸言語の発展を確
認したうえで機能させるメカニズ
ムを運用する」ことを目指すもの
であり、以下の三点を骨子とす
る： 
①国家語であるカザフ語の社会的
機能の拡大と強化 
②ロシア語の総合的・文化的機能
の保持 
③諸民族語の発展

計画の中心にはカザフ語を使っての国
家の発展への貢献を促すことが課題と
して掲げられており、カザフ語を重視
した政策が並ぶ。ロシア語やそのほか
少数言語の教育については「民族語教
員の育成状況の改善」のみ規定されて
いるにすぎない。 
カザフ語を国家語として特に重視はし
ているものの、「ロシア語の公用語と
しての地位もまた揺るぎないもの」と
明記されている。

2007年 
 国家発展戦略「カザフスタン
2030」

第26項 
「三言語一体政策」 
“国家語としてのカザフ語、民族間
共通語としてのロシア語、グロー
バル経済への統合のための言語と
しての英語”

三つの言語を重視していく路線へと言
語政策が転換。カザフ語の強化と英語
教育の導入と強化が言語政策上の最重
要課題と位置付けられた。 
従来のカザフ語とロシア語という二言
語重視の姿勢から、英語を加えた三言
語重視の姿勢を示したことは、これま
での政策路線からの転換を意味する。

[表1] カザフスタン共和国の言語政策の変遷
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7.2. 学校教育における民族語 

　2007年に「カザフスタン2030」が発表されると、カザフスタンはカザフ語を中心とした多言語社会を目
指して言語政策の舵を大きく切った。しかし、カザフ語・ロシア語・英語の三言語能力の育成を目標とす
る三言語一体政策は、少数民族の言語での教育の後退や、少数民族語の衰退を招きかねないという批判も
ある[タスタンベコワ(2013)]。カザフスタンではカザフ語とロシア語が義務教育学校で用いられる主な教育
言語であり、カザフ語で教育を行う学校はカザフ語学校、ロシア語で教育を行う学校はロシア語学校のよ
うに住み分けがなされている。しかし、近年では国家語であるカザフ語重視の影響からか、カザフ語学校
の数は増加している一方で、ロシア語学校を含めた非カザフ語学校の数は減少傾向にある。民族語教育に
関しては、ウズベク語、ウイグル語、タジク語の3言語で行われているものの、年々学校数は減少してい
る。2011年には7465校のうち、民族語学校は74校で、ウズベク語学校が58校、ウイグル語学校が14校、タ
ジク語学校が2校という内訳であった。しかし、2015年には7432校のうち、民族語学校は31校にまで減少
し、その内訳はウズベク語学校が16校、ウイグル語校が13校、タジク語学校が2校となった（表2）。 

　ソ連期は民族間共通語であったロシア語の習得と使用は推進されたものの、母語(民族語)による教育は
重要な理念として、少なくとも建前上は保障され、民族語の自由使用も認められていた。この理念はカザ
フスタンが独立してからも憲法19条「母語を使用する権利、そして交流、教育、創造の言語を自由に選択
する権利」などで継承されている。少数民族が母語(民族語)で教育を受ける権利は法的に保障されている一
方で、国家語であるカザフ語と公用語であるロシア語、そして外国語科目として英語の学習も義務付けら
れるようになったがために、民族語教育を受ける児童・生徒にとっては大きな負担となっており、結果的
に民族語教育の質は低下しているという指摘も見られる [Сулейменова(2017)]。 

8. カザフスタン共和国のタタール人 

　2016年の公式発表によると、カザフスタン共和国に居住するタタール人は202,934人で、全人口のうち
1.15%を占める。ロシア連邦の外に存在するタタール・ディアスポラとしては最も大きな人口規模である。
2013年までは2番目の規模であったが、隣国・ウズベキスタンにおけるタタール人人口の大幅な減少に伴
い、以降はカザフスタンのタタール・ディアスポラが最も大きな規模となった。しかし、カザフスタンの
タタール人人口もまた減少を続けており、今後も中央アジア諸国におけるタタール・ディアスポラの縮小
は続くと考えられる。 

　現在のカザフスタンの領域に多くのタタール人が商人として頻繁に現れたのは、18世紀ごろと言われて
いる[Ремнёв(2006)]。1744年にオレンブルク近郊にタタール商人の商工センターが作られ、この商業拠点は
ロシア内地とカザフ草原、中央アジアを結ぶことで急速に成長した。1754年には、エカチェリーナ2世が東
方貿易を振興する目的で、タタール商人にさらなる活動の自由を与えたことにより、のちにロシアと中央

﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
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2008-2009年度 2011-2012年度 2015-2016年度

ウズベク語学校 63校 58校 16校

ウイグル語学校 14校 14校 13校

タジク語学校 2校 2校 2校

ウクライナ語学校 1校 - -

[表2] カザフスタン共和国における民族語学校数の推移（カザフスタン共和国教育省発表より筆者作成）



アジア、カフカスにまたがる大きな商業空間を作り上げていった[小松(2005)]。 

　19世紀にはカザンが東方諸言語での出版の中心地でもあったことから、タタール商人は印刷や出版物の
取引の担い手としての役割を果たしていた[Хайруллин(2011)]。1910年には現在のセミパラチンスクに出版
社「Ярдəм(援助)」が創業され、書籍のほかにもタタール語新聞「Эшче халык сүзе(労働者の言葉)」などが
出版されるようになった[Махмудов(2012)]。このころに現在のセミパラチンスクとアルマトィにとくに大
きなタタール人コミュニティが形成され、タタール劇場などの文化組織が現在のカザフスタン各地の都市
で活動するようになった。タタール語での劇作は非タタール人住民のあいだでも人気をあつめ、カザフ人
が主体となったタタール語劇グループが組織されるなど、この地に移住したタタール人は芸術や文化の側
面から社会に大きな影響を与えたと考えられている[Хайруллин(2011)]。 

　1920年代になると、現在のカザフスタン領内の各地にタタール人の移民が仕事を求めて移住し、パヴロ
ダルやウラリスク、ウスチ＝カメノゴルスクなど各地にタタール・コミュニティが形成された[Батыршин & 

Валиуллин(2016)]。現在のカザフスタン領内におけるタタール・ディアスポラの形成は、このように20世紀
初頭に活発になされた。スターリン期が過ぎ、ソ連領内の移動の制限が緩和されるとふたたびタタール人
の移動は活発になり、ソ連末期となる1989年にはカザフスタン領内のタタール人人口は327,982人に達した
[Жетпеисова(1997)]。これはカザフスタンのタタール人人口としては史上最大の記録で、独立以降は社会情
勢不安などを理由に多くのタタール人が国外へと流出していった。多くは、親戚を頼ってロシアやアメリ
カ、トルコなどに移住したとされている[Хайруллин(2011)]。1999年にはタタール人人口は248,954人にまで
激減し、2009年になると204,229人にまで落ち込んだ。しかし、以降の国内タタール人人口は20万人代で安
定している。 

　各地にタタール人コミュニティが形成された経緯から、現在もカザフスタン国内のタタール人はさまざ
まな都市に散らばるように暮らしている。すべての州都には子どもたちがタタール語やタタール文化を学
ぶための日曜学校が設けられているほか[Хайруллин(2011)]、2015年にアスタナに開設されたカユーム・ナ
スィーリー研究所はカザフスタンにおけるタタール研究の中心地として機能している。また、アスタナ、
アルマトィ、セミパラチンスク、チムケント、ウラリスクの5都市で今日に至るまでタタール語新聞の出版
が続いている。 

 
9. 調査概要 

　本調査は、①民族語であるタタール語が、カザフスタン共和国に居住するタタール人の日常生活におい
てどのように使用されているのか、また、②ロシア語やカザフ語はどのような場面で使用され、あるいは
併用され、あるいは言語の棲み分けがなされているのかを明らかにすることを目的とする。 

 
9.2. 調査地選択 

　カザフスタン国内で最も多くのタタール人住民を抱えるのは旧都アルマトィ市であるが、2016年の統計
によるとアルマトィ市内のタタール人人口は国内人口の1割に過ぎない。ウズベキスタンのタタール人は
「集住型」である一方で、カザフスタンのタタール人は「分散型」の人口分布となっている。 

　一方で、タタール文化センターやタタール語講座などの民族機関は首都アスタナに集中しており、近年で
はタタールスタン共和国が主導してカユーム・ナスィーリー研究所が開設されるなどの動きが相次いでい
る。アスタナ市におけるタタール語やタタール文化の学習機会の多さは国内随一であり、市内のタタール
人がタタール語と接する機会も他の都市と比較して多いと考えられる。また、遷都後の国内移民の増加に
より、アスタナ市は国内で唯一タタール人人口が増加する都市 でもある。アスタナ市は名実ともにカザフ10
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スタン国内のタタール語・タタール文化の中心地となりつつあることから、調査地として選定することに
した。なお、アスタナ市内には三地区しかなく、民族人口分布的な偏りはないことから、全地区の居住者
を調査対象とする。 

9.3. 調査期間と調査方法 

　調査期間は2016年2月から2016年10月までの約8ヶ月である。インフォーマントには事前に質問票を配布
したうえで回答を依頼した。質問票は三言語(カザフ語・ロシア語・タタール語)で用意され、質問内容はい
ずれも同一である。回答者は任意の言語の質問票を選択し、回答してもらった。なお、質問票への回答は
自己申告に基づくものであり、実際の言語選択・使用状況の一側面に過ぎないため、回答に基づいた詳し
い聞き取り調査も組み合わせて実施した。 

　聞き取り調査は主にインターネット電話サービスであるSkype、あるいはカザフスタンで幅広い世代に利
用されている通信アプリであるWhatsAppのいずれかを用いて、ひとりのインフォーマントあたり2時間から
2時間半程度の時間をかけて実施された。なお、インフォーマントの年齢や男女比をある程度均一にする試
みとして、調査対象とするインフォーマントの家族（配偶者や子供）に次のインフォーマントを紹介して
もらうことで調査を拡大させていった。 

　調査は3段階に分けて行われた。第1に、アスタナ市内のタタール人居住者に関して情報を得るための事
前調査(2016年2月)で、これに関しては主にアスタナ・タタール文化教育センター「ドゥスルク」と、在カ
ザフスタン共和国タタールスタン共和国全権代表部から主に情報を得た。第2に、聞き取り調査(2016年2月
から8月)の実施、そして第3に不足データの収集などを目的とした補完調査(2016年8月から10月)である。 

9.4. インフォーマント概要 

　アスタナ市に居住するタタール人に対する調査
では、男性38名と女性39名、合計77名を調査対
象者とした。インフォーマントの具体的な性別
と年代の内訳は左記の表4に示すとおりである。
なお、アスタナ市にはサルィアルカ地区・アルマ
トィ地区・エスィル地区の三地区が存在する
が、地区によるタタール人比率の大きな差異も、
調査結果上の差異もみられなかったことから、
調査結果は地区別ではなくアスタナ市全体の結
果として表示する。 
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【期間】2016年2月～2016年8月. 
　2016年02月:          タタール文化センターとタタールスタン共和国代表部への聞き取り 
　2016年02月～10月: アスタナ市に居住するタタール人を対象とした聞き取り調査の実施 
　2016年06月～08月: 不足データの収集などの補完調査 
【方法】質問票を用いた聞き取り調査 
【内訳】合計77名のインフォーマント 
【使用言語】タタール語・ロシア語・カザフ語のいずれか、あるいは併用

[表3] アスタナ市における調査概要

男性 女性

10代 (13) 5名 8名

20代 (11) 6名 5名

30代 (10) 5名 5名

40代 (12) 6名 6名

50代 (10) 5名 5名

60代 (11) 6名 5名

70代 (10) 5名 5名

合計 (77) 38名 39名

[表4] アスタナ市インフォーマント



9.5. 質問内容 

　聞き取り調査はインフォーマントが事前に回答した質問項目に沿って行われた。質問は日常生活・社会
生活における言語選択・使用に関する項目から成り立っており、具体的には以下の5つのテーマに分けるこ
とができる。 

(1) 基本情報（氏名・性別・生年月日・職業・自身と両親の民族籍・出生地と居住地など) 

(2) 言語的背景（教育言語・家庭内言語・最も流暢に話すことができる言語・母語など） 

(3) 言語選択・使用（具体的にどのような場面でどの言語を使用するか） 

(4) 言語意識（諸言語に対する認識や意見） 

(5) そのほか（国内の言語をめぐる政策や状況に対する認識や意見） 

　なお、本調査での目的である言語選択の状況を明らかにするうえで重要な質問項目は(2)と(3)である。し
かし、質問票への回答は全て自己申告に基づくものであり、インフォーマントの意識が如実に反映される
ことから、並行して行った聞き取り調査で聞かれた意見と合わせて検討する。また、タタール語の具体的
な状況を判断するために、簡単なタタール語試験も実施した。第1回～第2回国際タタール語オリンピック
の予選試験(在外タタール人カテゴリー)で出題された問題の中から語彙と文法を問うものを18問、民族料
理や伝統行事の名称の知識があれば回答可能なものを2問選択し、合計20問の簡易試験を作成した。 

 
10. 調査結果（量的） 

　本研究の課題は民族語であるタタール語が、①タタール人の日常生活においてどのようなモチベーショ
ンで選択され、②実際に使用されているのかを明らかにするものである。以下では「実際にどのように使
用されているのか」に着目し、主に量的調査の結果から整理していく。 

10.1. 教授言語と第一言語 

　アスタナに居住するタタール人インフォーマントの79.2%はロシア語を教授言語とするものの、世代によ
る差異は大きい（表5）。同じく40代以上は全員がロシア語を教授言語だと回答したのに対し、30代以下は
世代が若くなるにつれてカザフ語を教授言語とするものが増加している。とりわけ10代・20代の約6割はカ
ザフ語を選択しており、教授言語選択におけるロシア語離れは急速に進んでいることが窺える。 

 / 9 23

就学期間中のうち最も長い期間教育言語として使われた言語（1言語のみ）

世代 ロシア語 カザフ語 その他

10代 (13 名) 5 (38.4%) 8 (61.5%) 0 (0.0%)

20代 (11名) 5 (45.5%) 6 (54.5%) 0 (0.0%)

30代 (10名) 8 (80.0%) 2 (20.0%) 0 (0.0%)

40代 (12 名) 12 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

50代 (10名) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

60代 (11名) 11 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

70代 (10名) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

合計と平均 (合計77名) 61 (79.2%) 16 (20.8%) 0 (0.0%)

教育言語（アスタナ）



　前述のとおり、カザフスタンでは「三言語一体政策」が進められており、国家語であるカザフ語、公用
語であるロシア語、そして国際共通語である英語の三言語を習得した人物が「理想的なカザフスタン人 」11

のイメージとして、とりわけ若い世代のあいだで共有されている。聞き取り調査からも、カザフ語学校は
これらの三言語をバランスよく習得できる場所 として評価する声が世代を問わず多く聞かれた。 12

　なお、教育言語の変化はソ連崩壊とともに発生したものと考えられる。1992年に就学年齢に達したのは
1986年生まれの子供たちである。調査を行なった2016年時点で1986年生まれのインフォーマントは30歳で
あることから、10代・20代のインフォーマントは全員がカザフスタン独立後に義務教育を受けたことにな
る。また、カザフスタンの言語政策上でカザフ語を最も重要な言語として位置付けるようになったのは
2001年「2001年～2010年諸言語振興国家プログラム」が発表されてからである。この年に就学したのは
1996年生まれの子どもたちであり、調査実施時点で20歳に達している。カザフスタンでは、独立後しばら
くはロシア語優位な状況が続いていたが、2000年前後にカザフ語の地位向上に関する社会的議論が活発に
なされたこともあり、将来を見据えてカザフ語が教授言語として選択されるようになったと考えられる。 

 
　なお、40代以上は全員がロシア語で教育を受けたと回答した。インフォーマントの出生地は、カザフス
タン国内の各都市のほか、中央アジア諸国の各都市、カザンやチェリャビンスクといった現在のロシア連
邦領内のタタール人が比較的多い都市で幼少期を過ごした者など、多岐にわたる。しかし、タタール語学
校で学んだ者はいなかった。これは、当時の社会情勢が背景にあると考えられる。1930年代までの民族語
教育の振興がなされたレーニン体制期に対し、スターリン体制期の1930年代後半になると、ロシア語が諸
民族の交流の手段として位置付けられ、1938年には残されたすべての民族語学校で第二言語として必修化
され、やがて民族語学校の多くはロシア語学校へと改変されていった[Арефьев(2012)]。70代以上のイン
フォーマントは1938年以降に義務教育を受けているため、民族語学校で教育を受ける機会がなかったもの
と考えられる。 
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もっとも得意とする言語（1言語のみ）

世代 ロシア語 カザフ語 タタール語 その他

10代 (13 名) 5 (38.4%) 4 (30.8%) 4 (30.8%) 0 (0.0%)

20代 (11名) 5 (45.5%) 2 (18.2%) 4 (36.4%) 0 (0.0%)

30代 (10名) 8 (80.0%) 1 (10.0%) 1 (10.0%) 0 (0.0%)

40代 (12 名) 12 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

50代 (10名) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

60代 (11名) 11 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

70代 (10名) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

合計と平均 (合計77名) 61 (79.2%) 7 (9.1%) 9 (11.7%) 0 (0.0%)

もっとも得意だと感じる言語（アスタナ）

タタール語試験の正答率（教育言語別）

教育言語がカザフ語（16名） 93.1%

教育言語がロシア語（61名） 52.5%

[表7] タタール語試験の正答率（教育言語別）（アスタナ）



　しかしながら、タタール語で教育を受ける機会がなかったにもかかわらず、タタール語を第一言語と申
告した者は11.7%にのぼった（表6）。ソ連時代にロシア語で教育を受けた40代以上は全員がロシア語を第
一言語だと回答している一方で、30代以下は教授言語がカザフ語かロシア語かの二択になったことから、
第一言語の状況にも大きな変化が生じていると考えられる。ロシア語で教育を受けた者は、世代を問わず
全員がロシア語を第一言語として回答したが、カザフ語で教育を受けた16名のうち、56%にあたる9名は教
授言語ではないタタール語を第一言語として回答している。9名のタタール語試験の平均得点率は98.3%と
高い水準にあることから、回答はある程度の客観性をもっていると考えられる（表7）。そのうち全員がア
スタナ市内の日曜学校やタタール語講座での学習経験があり、家庭内でタタール語を使っていると回答し
た。このことから、アスタナ市内におけるタタール語の学習機会の多さ がこの結果に繋がっていると考え13

ることもできる。また、カザフ語との言語的類似性から学習が容易だとする声も多数あった。 

10.2. 日常会話が可能な言語 

　なお、学習言語を含めた場合、アスタナのタタール人の多くは世代を問わず多言語話者である（表8）。
学習言語としては、タシケントのタタール人と同様に英語・ドイツ語・トルコ語の三言語が多くの世代に
選ばれ、そのほかに20代から30代のあいだでは中国語とアラビア語が、40代以降のあいだではフランス語
とアラビア語が多く選ばれた。JETROによる報告「中央アジアにおける中国企業の進出事例 」による14

と、現在カザフスタンには2000社を超える中国企業が進出しており、多くの雇用が生まれている。こうし
た背景から、中国語の学習熱が高まっていることが考えられる。 

　また、カザフスタンでは義務教育学校で三言語教育が行われていることもあり、若い世代が英語に触れ
る機会は増加している。2017年夏に開催されたアスタナ国際博覧会に向けて、英語教育熱も高まりを見せ
た 。政策の影響のみならず、社会的要請も重なり、若い世代ほど英語で日常会話が可能と回答した。な15

お、ドイツ語を選択した者については、10代～30代のあいだでは大学の第二外国語の科目として、40代以
降は大学の第二外国語のほかに、義務教育時代の外国語科目として学習した経験を持っていた。 

　なお、18.2%の回答者がトルコ語を学習言語に挙げた。トルコ語はカザフ語やタタール語と同じテュルク
諸語のひとつであり、文法と語彙の側面で多くの共通点を持つことから、カザフ語やタタール語の知識が
ある場合は習得が容易な言語のひとつと考えられている。言語間の距離が近いほど学習は容易になるもの
の、同時に転移(transference)が発生しやすくなるという問題もはらんでいる。しかし、転移を原因とする文
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日常会話程度が可能な言語（複数回答可）

世代 タタール語 ロシア語 カザフ語 英語 ドイツ語 トルコ語 その他

10代 (13 名) 12 (92.3%) 10 (100.0%) 13 (100.0%) 12 (92.3%) 2 (15.4%) 6 (46.2%) 6 (46.2%)

20代 (11名) 9 (81.8%) 11 (100.0%) 10 (100.0%) 8 (72.7%) 2 (18.2%) 3 (27.3%) 7 (63.7%)

30代 (10名) 9 (90.0%) 10 (100.0%) 9 (90.0%) 3 (33.3%) 3 (30.0%) 3 (30.0%) 1 (10.0%)

40代 (12 名) 8 (66.7%) 12 (100.0%) 8 (66.7%) 2 (16.7%) 3 (25.0%) 1 (8.3%) 0 (0.0%)

50代 (10名) 4 (40.0%) 10 (100.0%) 5 (50.0%) 2 (20.0%) 2 (20.0%) 0 (0.0%) 1 (10.0%)

60代 (11名) 6 (54.5%) 11 (100.0%) 6 (54.5%) 1 (9.0%) 2 (18.2%) 1 (9.1%) 0 (0.0%)

70代 (10名) 5 (50.0%) 10 (100.0%) 5 (50.0%) 1 (10.0%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 2 (20.0%)

合計と平均  
(合計77名)

53 (68.9%) 77 (100.0%) 56 (72.7%) 29 (37.7%) 15 (19.5%) 14 (18.2%) 17 (22.1%)

[表8] 日常会話が可能な言語（アスタナ）



法や語彙の混同を避けるよりも、まったく異なる系統の言語を学習するほうがはるかに難しいとされ、言
語間の距離が近い言語は学びやすいといえる。 

　このことは、トルコ語に限らず、タタール語にも言えることである。実際に、カザフ語で教育を受けた
回答者のタタール語試験の正答率は平均して9割を超えており、日常的にタタール語を話さない回答者も含
めた結果であることに鑑みると、カザフ語との言語的類似性がタタール語の理解を助けたと考えられる。
なお、トルコ語で日常会話が可能と回答した回答者のうち、約9割は10代から30代に集中している。若年層
ではカザフ語を教授言語とする回答者を中心に、カザフ語やタタール語に長けた者も少なくないため、こ
れらの知識を足がかりにトルコ語を学ぶ者が一定数存在すると考えられる。 

10.3. 家庭内言語 

　このように多くの言語との接点を持つアスタナのタタール人であるが、家庭内の言語状況も多様であ
る。主に以下に示す6つのパターンに分類することができる。 

 
①タタール語・ロシア語・カザフ語の三言語併用(30名) 

②ロシア語のみ使用(25名) 

③タタール語・ロシア語の二言語併用(9名) 

④タタール語・カザフ語の二言語併用(8名) 

⑤カザフ語・ロシア語の二言語併用(4名) 

⑥カザフ語のみ使用(1名) 

　タシケントのタタール人のあいだでは家庭内言語としてウズベク語が選択されなかったのとは対照的
に、アスタナのタタール人のあいだではカザフ語は家庭内言語としても広く使用されている（表9）。回答
者の半数以上は家庭内で二言語以上を併用すると回答しており、タタール語・ロシア語・カザフ語の三言
語を併用する者が多かった。タタール語に注目すると、10代の使用率がもっとも高く、84.1%が家庭内でタ
タール語を話すと回答した。しかし、タタール語は世代を問わず広く使われており、回答者全体の6割は家
庭内で程度の差はあれどもタタール語を話している。また、家庭内でタタール語を使用する者は、カザフ
語も併用する傾向が強い。また、ロシア語は依然として世代を問わず、幅広く使用されている。 

　国家語に対する意識は、タシケントのタタール人とは対照的な結果となった。タシケントでは国家語で
あるウズベク語に対し「異民族の言語」という認識がなされ、積極的には選択されない状況にあったが、 
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家庭内で使用する言語（複数回答可）
世代 タタール語 ロシア語 カザフ語 その他

10代 (13 名) 11 (84.6%) 7 (53.8%) 10 (76.9%) 0 (0.0%)

20代 (11名) 8 (72.7%) 9 (81.8%) 8 (72.7%) 0 (0.0%)

30代 (10名) 6 (60.0%) 9 (90.0%) 5 (50.0%) 0 (0.0%)

40代 (12 名) 7 (58.3%) 12 (100.0%) 6 (50.0%) 0 (0.0%)

50代 (10名) 4 (40.0%) 10 (100.0%) 5 (50.0%) 0 (0.0%)

60代 (11名) 6 (54.5%) 11 (100.0%) 4 (36.4%) 0 (0.0%)

70代 (10名) 5 (50.0%) 10 (100.0%) 3 (30.0%) 0 (0.0%)

合計と平均 (合計77名) 47 (61.0%) 68 (88.3%) 41 (53.2%) 0 (0.0%)

[表9] 家庭内で使用する言語（アスタナ）



アスタナのタタール人のあいだでは国家語たるカザフ語は積極的に選択される傾向にある。「(カザフ語
は）カザフスタン人の言語だと感じる」(10代女性・学生)といった意見に代表されるように、とりわけ若
い世代のあいだではカザフ語は国家語であり、カザフスタン人として生活するにあたって必要な言語のひ 

とつだと認識されている。現在、カザフスタン社会ではカザフ語の社会的地位と機能が拡大される傾向に
はあるものの、公用語であるロシア語の使用も社会的に妨げられる状況にはない。ソ連期以降、アスタナ
のタタール人の多くはロシア語を中心とした生活を送ってきたが、ロシア語の使用を妨げない政策的・社
会的決定は、彼らのようなロシア語を話す人々の不安や不満を和らげることに貢献していると考えること
ができる。そして、ロシア語を含めた多言語政策を実施することにより、ロシア語話者がカザフ語に対し
て敵対感や不満感も和らげることに繋がっているものと予想できる。 

 
　なお、表10は家庭内言語別のタタール語試験の正答率を示すものである。家庭内でロシア語のみ使用す
る回答者の正答率だけが低い一方で、少しでも家庭内でタタール語を使用する回答者の正答率はいずれも
平均8割を超えていた。なお、タタール語は使用しないが、カザフ語を家庭内言語として使用する回答者5

名の正答率も5割程度に達していることが特徴的である。カザフ語の知識から類推できる問題の正答率が高
い傾向にあり、例として以下に示す2つの設問が挙げられる。 

 
【実際の設問】（下線は正答を示す） 
　　Сорау 3) Бирелгəн сүзгə мəгьнəсе охшаш сүзне табыгыз. 
　　　　　　Остаз - 
　　　　　　1. укытучы　2. сатучы　3. эшче　4. төзүче 

【カザフ語訳】 

　　Сұрау 3) Берілген сөзге мағынасы ұқсас сөзді табыңыз. 
　　　　　　Ұстаз -  
　　　　　　1. оқытушы  2. сатушы   3. істеуші   4. салушы  
【訳】 

　　問3)   提示された単語と意味が類似した単語を選択せよ. 

　　　　　　教員 -  

　　　　　　1. 先生　2. 売り子　3. 労働者　4. 建設者 

【実際の設問】 
　Сорау 4) Бирелгəн сүзгə капма-каршы мəгьнəсе сүзне табыгыз. 
　　　　　Болытлы- 
　　　　　1. яңгырлы　2. аяз　3. карлы　4. йолдызлы 
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タタール語試験の正答率（家庭内言語別）

家庭内言語がロシア語のみ（25名） 17.6%

家庭内言語がカザフ語のみ (1名) 80.0%

家庭内言語がタタール語とカザフ語の二言語 (8名) 93.8%

家庭内言語がタタール語とロシア語の二言語（9名） 80.6%

家庭内言語がカザフ語とロシア語の二言語 (4名) 48.8%

家庭内言語がタタール語・ロシア語・カザフ語の三言語 (30名) 83.3%

[表10] タタール語試験の正答率（家庭内言語別）（アスタナ）



【カザフ語訳】 
　Сұрау 4) Берілген сөзге қарама-қарсы мағынасы сөзді табыңыз. 
　　　　　Бұлытты- 
　　　　　1. жаңбырлы   2. аян　3. қарлы　4. жұлдызды 
【訳】 

　　問4)   提示された単語と反対の意味をもつ単語を選択せよ. 

　　　　　曇りの -  

　　　　　1. 雨の　2. 晴れの　3. 雪の　4. 星空の 

　上記に示したような問題は、問題文と選択肢のなかに挙げられた単語は、カザフ語話者であればタター
ル語の知識がなくとも類推が可能である。家庭内でカザフ語を使用すると回答した43名のうち、全員が正
答した。カザフ語の理解力の向上にしたがい、言語的類似性からタタール語の理解力も比例して向上する
傾向にあると考えられる。 

 
　Сорау 6) Туганлык атамасын табыгыз. 
　　　　1. белен 　2. килен　3. тиен　4. белəм 
　問6) 親族の名称を選択せよ. 

　　　　1. ～と　　2. 嫁　 　3. リス　4. 知識 

　Сорау 9) Артык сүзне табыгыз. 
　　　　1. бəлеш　　2. өчпочмак　　3. чəй　　4. коймак 
　問9) 余分な語を選択せよ. 

　　　　1. ベレシュ　2. オシュポシュマック　3. 茶　4. カイマク 

　なお、親族名称を問う設問と、タタール料理の名称の知識を問う設問は、ロシア語のみを話すイン
フォーマントも含め全員が正答した。問6は親族名称を問うもので、親族が集まった際に頻繁に耳にすると
思われる表現である。この問題はтуганлык(親戚)とкилəн(嫁)の二語を知っており、結びつけることができ
れば正答に辿り着く問題であることから、正答者のあいだでは何らかのタタール語の親族名称が使用され
ている可能性がある。また、問9はタタール料理の名称のなかに、飲料である茶が余分な語として紛れ込ん
でいる。この問題も、たとえ問題文の意図を理解できなくとも、料理の名称を知っていれば正答に辿り着
くことのできるものである。このことから、日常的にタタール語を使わない場合であっても、親族名称や
タタール料理の名称はタタール語のまま認知され、使用されている可能性は高い。 
 
10.4. 日常生活における言語選択 

　メディアを通じた情報収拾の際に使用される言語に注目すると、ロシア語が選択された比率が最も高
く、テレビやラジオの視聴時には93.5%、新聞や雑誌を読む際には87%の割合で使用されている（表11）。
一方で、カザフ語もロシア語に次いで幅広い世代に選択されている。 

　近年のカザフスタン国内の放送状況についてはLaruelle(2015)が詳しいが、2000年初頭はロシア語の放送
枠がカザフ語に比べて若干多い状況だったのに対し、近年はカザフ語の放送枠が劇的に増え、ロシア語の
放送時間が削減されていることも影響していると考えられる。このことから、カザフスタン国内の衛星放
送の契約件数は年々増加しているといった指摘もあり、ロシア語でテレビ番組を視聴する際には衛星放送
でロシア国内の放送を受信することが一般的になりつつあるようである。ロシア語に関しては、タシケン
ト同様に家族全員の共通言語であることから選ばれる傾向が強いものの、ロシア国内の放送の娯楽番組の
ラインナップの豊富さも理由のひとつとなっている。 
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　衛星放送を契約している家庭では、タタールスタン国営放送(ТНВ)の視聴も可能である。タタール語でテ
レビ番組を視聴すると回答したインフォーマントの全員が、タタールスタン国営放送を時々視聴している
と述べた。多くの場合、「学校教育がカザフ語なので、タタール語を家庭内で習得させるためにタタール
語放送を視聴する」(30代男性・会社員)といった意見に代表されるように、子どもに対する教育の目的で
タタールスタン国営放送を選択している。 

　いずれの言語も新聞や雑誌を読む際には、テレビやラジオの結果と比較すると使用率が下がる(表12)。
これはメディアの性質の相違によるものと考えられる。新聞や雑誌を読むためには、まずこれらを探し、
入手し、そして読むという能動的な姿勢がテレビやラジオの視聴以上に求められるはずである。そのた
め、耳で理解はできても読む能力にやや劣る言語では、新聞や雑誌を読むことを敬遠し、主には第一言語
などの得意とする言語で読んでいるものと思われる。ロシア語もカザフ語も年代を問わずに広く選択され
る一方で、10代と20代のあいだではカザフ語が選択され、ロシア語が選択されない傾向が強い。 

 
　公的機関におけるロシア語の使用率は93.5%と全体的には高いものの（表13）、10代と20代のロシア語
使用率は平均よりも低く、一方でカザフ語の使用率が高い。「職員から発される第一声がカザフ語である
ことが増えた」(40代女性・会社員)といった発言や、「職場ではほとんどカザフ語だけで過ごすことが多
い」(20代女性・公務員)といった発言にからは、カザフ語を得意とする職員の増加が窺える。しかし、ロ
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テレビやラジオを視聴する際にどの言語を使用するか（複数回答可）

世代 ロシア語 カザフ語 タタール語 その他

10代 (13 名) 11 (84.6%) 13 (100.0%) 10 (76.9%) 6 (46.2%)

20代 (11名) 10 (90.9%) 10 (90.9%) 8 (72.7%) 9 (81.8%)

30代 (10名) 10 (100.0%) 7 (70.0%) 7 (70.0%) 7 (70.0%)

40代 (12 名) 12 (100.0%) 6 (50.0%) 5 (41.7%) 4 (33.3%)

50代 (10名) 10 (100.0%) 9 (90.0%) 5 (50.0%) 4 (40.0%)

60代 (11名) 11 (100.0%) 5 (45.4%) 5 (45.4%) 5 (45.4%)

70代 (10名) 10 (100.0%) 4 (40.0%) 2 (20.0%) 1 (10.0%)

合計と平均 (合計77名) 72 (93.5%) 54 (70.1%) 42 (54.5%) 36 (46.8%)

[表11] テレビやラジオを視聴する際に使用する言語（アスタナ）

新聞や雑誌(紙媒体・インターネット問わず)を読む際にどの言語を使用するか（複数回答可）

世代 ロシア語 カザフ語 タタール語 その他

10代 (13 名) 7 (53.8%) 10 (76.9%) 9 (69.2%) 2 (15.4%)

20代 (11名) 8 (72.7%) 10 (90.9%) 8 (72.7%) 3 (27.3%)

30代 (10名) 9 (90.0%) 9 (90.0%) 7 (70.0%) 2 (20.0%)

40代 (12 名) 12 (100.0%) 8 (66.7%) 5 (41.7%) 2 (16.7%)

50代 (10名) 10 (100.0%) 5 (50.0%) 3 (30.0%) 1 (10.0%)

60代 (11名) 11 (100.0%) 4 (36.4%) 2 (18.2%) 1 (9.1%)

70代 (10名) 10 (100.0%) 2 (20.0%) 2 (20.0%) 1 (10.0%)

合計と平均 (合計77名) 67 (87.0%) 48 (62.3%) 36 (46.8%) 12 (15.6%)

[表12] 新聞や雑誌を読む際に使用する言語（アスタナ）



シア語が公用語としての地位と機能を保障されていることで、今のところカザフスタンにおけるロシア語
は壊滅的な状況に追い込まれることはなく、公的機関でも広く使用されている。 

 
10.5. 民族語継承の状況 

　ソ連期にロシア語で教育を受けたタタール人の大多数がロシア語を第一言語とし、それに対してタター
ル語の知識や能力が縮小した傾向はたしかに見られる。しかし、そうした状況下でもタタール語は完全に
忘れ去られたわけではなく、ひっそりと継承がなされてきたといえよう。ソ連期に生まれ育った30代以降
の世代の回答者のうち、能力と頻度の差はあれども6割弱は家庭内でタタール語を話す人々で（表9）、タ
タール語試験でも平均して5割程度の正答率である（表14）。こうした人々の家庭に育った10代・20代の若
年層もまた家庭内でタタール語を話しており、さらに、身近な言語となったカザフ語の知識の習得ととも
に、タタール語の知識が増強されていると考えられる。 

11. 調査結果（質的）　 

　ここまで量的調査から言語選択と使用の実態に着目してきた。しかし、本研究の課題は民族語であるタ
タール語が、①タタール人の日常生活においてどのようなモチベーションで選択され、②実際に使用され
ているのかを明らかにするものである。前項では実際の使用状況を観察したが、以下では「モチベーショ
ン」の部分に着目し、質的調査(聞き取り調査)からの分析を試みる。なお、タタール語を選択する・選択
しないモチベーションを説明する最小単位である概念は【】、概念をまとめたカテゴリーは〈〉で示す。
結果として、13の概念が生成され、4つのカテゴリーにまとめられた（表15）。 
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公的機関(郵便局・役所・省庁・警察署など)を訪れた時にどの言語を使用するか（複数回答可）

世代 ロシア語 カザフ語 タタール語 その他

10代 (13 名) 10 (76.9%) 11 (84.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

20代 (11名) 9 (81.8%) 10 (90.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

30代 (10名) 10 (100.0%) 5 (50.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

40代 (12 名) 12 (100.0%) 1 (8.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

50代 (10名) 10 (100.0%) 2 (20.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

60代 (11名) 11 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

70代 (10名) 10 (100.0%) 2 (20.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

合計と平均 (合計77名) 72 (93.5%) 31 (40.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

[表13] 公的機関を訪れた際に使用する言語（アスタナ）

タタール語試験の正答率（世代別）

10代 (13 名) 85.4%

20代 (11名) 76.8%

30代 (10名) 55.5%

40代 (12 名) 56.3%

50代 (10名) 45.0%

60代 (11名) 48.6%

70代 (10名) 52.5%

[表14] タタール語試験の正答率（世代別）（アスタナ）



 

　カザフスタンでは現在、国家語であるカザフ語を中心とした三言語一体政策が推進されており、とりわ
けカザフ語の社会的な地位と機能が拡大されている。公用語であるロシア語は現在も社会のさまざまな側
面で使用されてはいるものの、カザフ語もロシア語と同様の社会的機能を担おうとしている段階にある。
このようにカザフ語の社会的な地位と機能の拡大により、ロシア語の社会的な地位と機能は相対的に縮小
しつつある。こうした背景から、独立以降に生まれた若い世代を中心に、カザフ語は非カザフ人のあいだ
でも教育言語として広く選択されるようになった。独立以降に教育を受けた若い世代のあいだでは、カザ
フ語・ロシア語・英語の三言語を身につけた人が「理想的なカザフスタン人像」として共有され、したがっ
てカザフ語＝カザフ人の言語ではなく、カザフ語＝カザフスタン人の言語として捉えられている。少なく
とも三言語を習得することは当然のことと考えられはじめていることから、若い世代のタタール人のあい
だでは【さらなる理想的なカザフスタン人】を目指して、タタール語を含めたさまざまな言語を学ぶ動機
が生じている。この背景には【社会における自身の価値を高めたい欲求】があると考えられる。民族的マ
イノリティであるタタール人が、実際的にはカザフ人が多数派を占める社会のなかで「成功したカザフス
タン人」となるには、社会全体に共有される理想的なカザフスタン人像よりも優れている必要がある。熾
烈な社会競争のなかで、三言語に加えて自身の民族語やそのほかの言語も習得した人物は尊敬の対象とさ
れ、習得言語の多さは【自身の優秀性を示す手段のひとつ】となっている。このことから【自身の価値づ
けを目的とした言語学習】につながっている。このように〈自身の社会的価値づけ〉をモチベーションと
して、学習言語としてタタール語に注目する若者も存在する。 

　また、カザフ語能力の高まりとタタール語への関心の高まりには関連性があると考えられる。20代以下
の若年層の過半数はカザフ語で教育を受けており、高いレベルで習得している。カザフ語を身につけたタ
タール人の若年層は【カザフ語との言語的類似性から生じた興味】から、タタール語やトルコ語などの
テュルク諸語への関心を寄せる傾向にある。調査では「カザフ語の知識を通してタタール語が理解でき
る」といった声が多数聞かれており、実際にカザフ語で教育を受ける回答者のタタール語試験の正答率は
平均9割を超えるものであった(表7)。三言語政策が推進されるカザフスタンでは、若い世代を中心に複数
の言語を習得する者も多く、こうした背景から【言語学習に対する心理的障壁の少なさ】が特徴として挙
げられる。前述の通り【多言語話者であることが理想】とされているカザフスタン社会は、言語学習に対
する心理的障壁の少なさを以って、さまざまな言語に興味を持ちやすい環境でもあると言える。このよう
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〈カテゴリー〉 【概念】

民
族
語
を 
選
択

自身の社会的価値づけ さらなる理想的なカザフスタン人 
社会における自身の価値を高めたい欲求 
自身の優秀性を示す手段のひとつ 
自身の価値づけを目的とした言語学習

多言語話者に対する社会的要求 カザフ語との言語的類似性から生じた興味 
言語学習に対する心理的障壁の少なさ 
多言語話者であることが理想

民族性を認識する継承語 母語であるという意識とともに継承 
民族アイデンティティの保持と継承 
自身の民族的認識を再確認する言語

不
選
択

政策的背景から失われた民族意識 民族語を学ぶ余裕のなさ 
民族意識を持つ機会を持たない 
民族語に目を向ける機会のなさ

[表15] タタール語選択・不選択のモチベーション（アスタナ）



に〈多言語話者に対する社会的要求〉からタタール語が選択される事例も見受けられる。 

　タタール語は学習言語でもある一方で、幅広い世代のタタール人のあいだでは、知識量や運用能力の差
はあれども母語として継承されてきた。ロシア語政策が推進されたソ連期に教育を受けた世代のあいだで
も、タタール語はロシア語と並んで家庭内で話され、【母語であるという意識とともに継承】されている。
ロシア語を第一言語とする場合であっても、伝統料理や親族名称、伝統行事などの名称はタタール語で表
現されることが多いため、こうした言語状況は【民族アイデンティティの保持と継承】にもつながってい
る。また、多くのタタール人は自身を「カザフスタンのタタール人」であると認識しており、カザフスタ
ン人として生活するタタール人にとって、タタール語の知識は【自身の民族的認識を再確認する言語】と
なっている。ロシア語とカザフ語という二言語、近年ではさらに英語を加えた三言語の知識を持つことが
カザフスタン人のスタンダードとなりつつあるが、これに加えてタタール語の知識や、日常会話のなかに
タタール語的要素を持つことは、自身のタタール人性を意識させるものである。このように、タタール語
は〈民族性を認識する継承語〉としての役割も果たしている。 

　アスタナのタタール人のあいだでは、民族語を不要とし、選択しないといった意見は非常に少なかった
ものの、現在のカザフ語・ロシア語・英語の三言語を中心とした社会では【民族語を学ぶ余裕のなさ】か
らタタール語を選択しようがないといった意見は何度か聞かれたところである。また、これまでの国民統
合政策のなかで展開された「ソヴィエト国民」そして「カザフスタン国民」というナショナルアイデンティ
ティの普及により、少数ながら【民族意識を持つ機会を持たない】回答者も見受けられ、彼らのあいだで
は、そもそも【民族語に目を向ける機会のなさ】から民族語であったはずのタタール語には注目されな
かった。こうした〈政策的背景から失われた民族意識〉から、タタール語を選択しない例も見受けられ
た。 

　このように、カザフスタンでは〈多言語話者に対する社会的要求〉が強いことから、多言語話者である
ことが理想とされる背景がある。タタール語はこうした社会のなかで〈自身の社会的価値づけ〉を上げる
ための言語として学ばれ、継承されている。また、カザフスタン国民というナショナルアイデンティティが
普及する社会のなかで、タタール語は自身の〈民族性を認識する継承語〉として大切にされ、継承されて
きた。一方で、強力な国民統合や言語政策といった〈政策的背景から失われた民族意識〉から、民族語を
選択しない例も少なからず存在する。 

12. おわりに 

（研究課題①）カザフスタンでは、現行の言語に関わる法律や政策はカザフ語が中心ではあるものの、ロ
シア語と英語も重視しており、その点で他の中央アジア諸国とは異なる路線にあるといえる。しかし、カ
ザフ語で教育を行う教育機関の増加や、カザフ語を使っての国家への貢献が推進されるなど、カザフ語の
地位が年々上昇していることが窺える。ロシア語は公用語の地位にあり、今後も民族政策上その地位に変
化があることは考えにくいが、カザフ語の地位向上と英語重視の方針から、ロシア語の権威は相対的に低
下する傾向にある。こうした状況から、カザフ語が「カザフスタン国民」の国民意識形成のなかでも重要
な要素として位置付けられており、カザフ語、ひいてはカザフ人を中心とした国家建設の途上にあると考
えられる。とはいえ、ロシア語や英語にも明確な位置付けがなされていることから、カザフ語一辺倒の社
会にはなっていない。しかし、カザフ語・ロシア語・英語の三言語を中心とした言語政策は、却って少数
民族には負担となり、結果として民族語を衰退に導く可能性をはらんだものとなっている点が課題であ
る。 

（研究課題②）三言語政策の展開により、とりわけ若い世代のあいだではカザフ語・ロシア語・英語の三
言語を習得することは当然視されるようになりつつあり、自身の優秀性を示すためにもさらに言語を学ぶ
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動機が生じている。自身の価値づけをモチベーションとして、習得したカザフ語と言語的類似性のあるタ
タール語への関心を高める事例も多く確認された。こうした点で、カザフスタンの三言語政策はカザフ語
とロシア語の地位を確保したことで国民の反発を最小限に抑え、さらに民族的なカラーのない英語を加え
た三言語を習得した人物を「理想的なカザフスタン人」としたことで、多くの非カザフ人を言語政策に巻
き込むことに成功しているといえる。なお、アスタナのタタール人にとって、ロシア語は現在に至るまで
公的な場・私的な場を問わずに広く選択される言語であり続けている。若年層のあいだでは、ロシア語に
加え、カザフ語や英語も習得した人物が「理想的なカザフスタン人」として捉えられる傾向にあり、カザ
フ語の使用範囲も広がりつつある。 

13. 本研究の課題 

1) 　カザフスタンの言語状況は現在も過渡期にあり、今もなお変化しつつある。つまり、今後も言語政
策が転換する可能性は大いにあり、さらに調査対象としたタタール人の言語選択の状況もまた変化する
ことが考えられる。ゆえに、今後とも引き続き調査を継続し、通時的な視点から変化の様子を見てい
く必要がある。 

2) 　タシケント市とアスタナ市に居住するタタール人にのみ焦点を当ててきたが、そのほかにもタタール
人が比較的多く居住する国内の他都市でも調査する必要性は大きい。今回の調査で得られた言語選択
の状況が、他都市のタタール人社会の中でも同様と言い切ることはできない。さらに、こうした動きが
タタール人社会のなかだけで起きているのか、あるいは他の民族のあいだでも同様なのか、そしてそれ
はなぜなのか、といった疑問に対する答えを見つけるためにも、他の民族の言語選択にも注目し、タ
タール人社会と比較・検討する余地は大いにある。 

3) 　タタール語の継承や保持が、多数派民族中心的な社会への反発や、あるいは習得した言語とタタール
語との言語的類似性から関心を持つことによってのみ成し遂げられるとも言い切ることもできない。そ
こで、どのような場合にタタール語の継承と保持がなされるのかを明らかにするためにも、中央アジア
諸国以外の地域のタタール人社会の言語選択状況とともに、その居住国の言語政策や教育政策、そして
タタールスタン共和国政府が実施する政策なども対象とし、検討する必要がある。 

 
【注釈】 

﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

 修士論文は『現代タタール・ディアスポラの言語選択ーウズベキスタンとカザフスタンのタタール人社会における調1

査を手がかりとしてー』という題目で提出した（2017年12月、筑波大学人文社会科学研究科国際地域研究専攻）。本
発表は、修士論文で扱った複数のテーマの中から、とりわけカザフスタンのタタール・ディアスポラにおける言語選
択に焦点を当てるものである。ウズベキスタンのタタール・ディアスポラにおける言語状況については、中村(2016)を
参照されたい。

 2010年の統計によれば、ロシア連邦全体のタタール人人口は約531万人、うちタタールスタン共和国は約201万人のタ2

タール人人口擁する。ディアスポラ全体の人口については諸説あるものの、世界タタール会議は550万人から600万人
と見積もっている。中央アジア諸国のなかではカザフスタンがもっとも多く、2017年の統計で約20万人（国内人口の
うち1.2%）、次いでウズベキスタンが2017年の統計で19万人のタタール人（同0.7%）が居住している。
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  カザフスタンは中央アジア北部に位置する共和国である。首都アスタナ。北はロシア、東は中国、南はキルギス、3

ウズベキスタン、トルクメニスタンに接し、カスピ海に面する。国土の大部分は平野と低地が占めるが、中部から東
部にかけてカザフ丘陵が横たわる。1991年に独立を宣言して現在のカザフスタン共和国が誕生し、独立国家共同体
(CIS)に加盟した。全人口は約1832万人(2017年)。国外のカザフ人の呼び戻し政策などの効果もあり基幹民族であるカ
ザフ人の増加率は大きく、独立直前の1989年は39.7%を占めるに過ぎなかったが、独立後の1999年に53.4%、2009年に
63%、そして2016年には約66%に達した。そのほか、ロシア人約364万人(20.6%)、ウズベク人55万人(3.1%)、ウクライ
ナ人29万人(1.6%)、ウイグル人26万人(1.5%)など。タタール人はウイグル人に次いで、国内では5番目の人口規模であ
る。

 タタールスタン共和国は、ロシア国内外のタタール人が居住する都市にて、タタール語やタタール文化の促進と普及4

を目的に文化・教育センターを設置している。この国家プロジェクトは2013年に発表され、2014年から2017年までに
2500万ルーブルの予算で計画が進められた（2018年現在、2021年まで計画が延長された）。タタール語やタタール文
化に関する講座が開講され、使用する教科書の制作や教員の雇用にかかる費用、教室内の備品等の購入費用などはす
べてプロジェクトの予算から捻出される。なお、こうした講座は、希望する受講生に対してはいずれも無料で開講さ
れている。将来的には、その地域のタタール人住民のみならず、タタール語やタタール文化に関心のある非タタール
人に対しても特別な講座を開講する計画があるが、2018年現在は現地のタタール人に対するタタール語・タタール文
化の啓蒙と教育の側面が重要視されている。参考：РБК: https://rt.rbc.ru/tatarstan/10/10/2014/5592955c9a794751dc83b712 
“Татарский язык распространят за рубежом через сеть культурных центров” （2018年5月30日閲覧）

 聞き取り調査や参与観察といった手法を用いた個別事例の調査に関しては、ウクライナ・ハリコフの人々の言語意5

識調査を対象としたM.Sovik(2007)や、クルグズ・ビシケクのクルグズ人の言語使用に焦点をあてた小田桐(2015)の研
究も挙げられる。

 なお、修士論文で扱ったのはウズベキスタンとカザフスタンの事例である。ウズベキスタン共和国タシケント市では6

2013年3月から2014年2月に88名の調査協力者に、カザフスタン共和国アスタナ市では2016年2月から2016年8月に77名
に調査協力者に調査を実施した。

 第1回～第2回国際タタール語オリンピックの予選試験 (在外タタール人カテゴリー)で出題された問題の中から語彙と7

文法を問うものを18問、民族料理や親族名称の知識があれば回答可能なものを2問選択し、 合計20問の簡易試験を作
成した。なお、発表者は第3回大会から第5回大会まで出場しており、第5回大会で優勝した。

 例えばウズベキスタンやトルクメニスタンでは基幹民族であるウズベク人やトルクメン人の比率が80%を超えている8

のに対し、カザフスタンのカザフ人人口は2016年1月の時点で70%に満たない。一方でロシア人人口は20%を超えてお
り、これは他の中央アジア諸国のロシア人人口と比較しても最も高い割合である。

 日本語の訳語はタスタンベコワ(2007b)による。ロシア語ではполитика (развития) трехъязычияと説明的な言い方がさ9

れる一方で、カザフ語では一般的にүштілділік(直訳すると”三言語性”)という語のみで政策を指すことが多い。

 アスタナ市内のタタール人人口は1999年8,286人、2009年8,970人、2016年10,792人と増加している。在カザフスタン10

共和国タタールスタン共和国全権代表部は、2020年にはアスタナ市内タタール人口は12,000人に達すると予想してい
る。

 いずれの言語の回答でも同じ意味で表現された。ロシア語ではидеальный казахстанец (идеальная казахстанка)、タ11

タール語ではидеаль казакстанлы (казакстан халкы)、カザフ語ではидеалды қазақстандықという具合である。

 子どもの教育言語の選択を控えた親世代に向けた雑誌などでも、カザフ語学校について「三言語を習得できる場12

所」として勧める記事等が散見される。例）Караван.kz: “Я искренне сочувствую казахстанцам, отдающих детей в 
русскую школу“:  https://www.caravan.kz/news/ya-iskrenne-sochuvstvuyu-kazakhstancam-otdayushhikh-detejj-v-russkuyu-
shkolu-ayatzhan-akhmetzhan-397870/ (2018年5月30日閲覧)

 在カザフスタン共和国タタールスタン共和国全権代表部によると、アスタナ市内には3つの民族文化センターがあ13

り、すべてのセンターで初級・中級・上級のタタール語授業が開講されている。カユーム・ナスィーリー研究所でも
タタール語授業は開講されており、タタール語学習機会は多い。そのほか、10団体以上の歌や踊りの民族アンサンブ
ルがアスタナ市内を拠点にして活動している。
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 JETRO調査レポート「中央アジアにおける中国企業の進出事例（2017年10月）」https://www.jetro.go.jp/world/reports/14

2017/01/d1b015de4854d6a3.html (2018年5月30日閲覧)

 Казахстанская правда: Солдат Нацгвардии учат английскому для ЭКСПО-2017：http://www.kazpravda.kz/news/15

obshchestvo/soldat-natsgvardii-uchat-angliiskomu-dlya-ekspo-2017/ (2018年5月30日閲覧) たとえば、軍隊などでも万博の開
催に向けて英語教育に力が入れられた。
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